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職位 教授 

最終学歴 京都⼤学⼤学院経済学研究科博⼠後期課程修了 

職歴 
（株）三和総合研究所（現三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング（株））を経
て、2002 年 4 ⽉より現職。 

学位 京都⼤学経済学修⼠ 

資格（免許）、認定 
台湾教育部⼤学教員審査判定：国⽴放送⼤学商学部講師（講字第 059737 号） / 
中国国家外国専家局⽂教類専⾨家（魯地区字第 25050118 号） / 中国湖北省楚
天学者 

担当科⽬（学部） 
グローバルマネジメント / ベンチャービジネス論 / 実践セミナー / 異⽂化理
解演習 / 海外ビジネスセミナー / 海外ビジネス演習 / 外国語原書購読（中） 
/ ゼミナール 

担当科⽬（⼤学院）  

学⽣へのメッセージ 

4 年間本当にあっという間に過ぎてしまうので、その間に⾊々な驚きと発⾒に
出会うことになり、⼀⽇⼀⽇を無駄にすることなく、⼤切にして過ごして下さ
い。その過程においてきっと⼈間としての幅が出てきます。諸君の⼀⽣の中、
この時期にしかできないことがあります。⼊学してから⽬標を早く固めて、そ
の実現に全⼒投球して下さい。なお、⽇本はいち早くグローバル時代に突⼊し
ており、この⼤学も豊かな国際⾊のキャンパス環境を持っているので、それを
活⽤して国際感覚も磨いて下さい。 

研究内容 

華⼈経済圏（主に中国、台湾、⾹港、東南アジアなどの地域）における進出コ
ンサルティング経験も持っているので、同地域に関連する実地調査や FS
（feasibility study）の作成、JV（Joint Venture）のファインディングや事業運
営のアドバイスなどについて幅広く対応することができ、同地域における企業
活動を主な研究内容としている。 
近年、社会問題の複雑化と多様化に伴って、知識基盤社会を多様に⽀える⾼度
で知的な素養のある⼈材の育成に当たって、⼤学教育の現場においても国際的
な連携や産学連携が重要なキーワードとなっている。私は前述の時代要請に応
えるため、中国と台湾の⾼度教育研究機関や企業との複合的・有機的な展開の
可能性を探り、アジアにおける⼤学の国際化や企業経営の課題に対して⾼い関
⼼を持っている。 

研究分野キーワード 経営学 / 異⽂化経営 / 華⼈経済 / ⼤学の国際化 

URL https://researchmap.jp/read0132024/ 



著書 

1）張潤書ほか編、盧聰明『我が国の⼯業団地管理組織と管理規則の企画』台湾
経済部⼯業局、本⽂ 89〜90ページ、添付資料 6〜7ページと 162〜211ペー
ジ、1991 年 7 ⽉ 

2）⾚岡功ほか編、盧聰明『エレガントな時代の労働と⽣活ーこれからの労務管
理を求めてー』法律⽂化社、130〜150ページ、1993 年 3）三和総合研究所著、
盧聰明『1995 年⽇本はこうなる』講談社、1994 年 

4）三和総合研究所著、盧聰明『1996年⽇本はこうなる』講談社、1995 年 

5）梅村賢⼆ほか編、盧聰明『中国東北地⽅の発展⽅向』⽇中東北経済開発協
会、37〜51ページ、1995 年 

6）盧聰明、陳秋發編『1997 年⽇本與世界経済的焦点』（台湾）聯経出版事業
公司 1997 年 

7）三和総合研究所著、盧聰明『1999 年⽇本はこうなる』講談社、1998 年 

8）三和総合研究所著、盧聰明『2001 年⽇本はこうなる』講談社、2000 年 

9）⽩⽊三秀ほか編、盧聰明『アジア諸国におけるベンチャー企業の動向と課
題』（社）アジア社会問題研究所、15〜19ページと 61〜86 ページ、2001 年 3
⽉ 

10）井上隆⼀郎ほか編、盧聰明『活路を拓く台湾産業』財団法⼈交流協会、97
〜113ページ、2002 年 12 ⽉ 

11）⾚岡功ほか編、盧聰明『労務管理と⼈的資源管理の構図』中央経済社、113
〜126 ページ、2005 年 3 ⽉ 

12）盧聰明・余⾦⿓ほか編『⿓陽学術研究集刊（ISBN：9789574147052）』開
南⼤学、2007 年 7 ⽉ 

論⽂ 

1）著者、論⽂名、雑誌名、巻、ページ、発⾏年 
盧聰明「中国⼤陸私営企業之探討」台湾銀⾏『台湾経済⾦融⽉刊』Vol.38､
No.6、66〜76 ページ、2002 年 6⽉ 

2）盧聰明「中国の私営企業とベンチャービジネス −躍進する私営企業とその
課題−」社団法⼈全国⽇本学⼠会『アカデミア』No.86、24-29ページ、2004
年 6⽉ 

3）盧聰明「近年における⽇本企業の対中企業戦略の変化と動向」星城⼤学『研
究紀要』No.2、69〜90ページ、2005 年 9 ⽉ 

4）盧聰明・林⼤鈞「Development of Human Resources in the Era of the Taiwan 
Knowledge-based Economy」星城⼤学『研究紀要』No.3、53〜72ページ、
2007 年 3 ⽉ 

5）盧聰明「⼤学的国際化與国際⼈材的培育」⼤華技術学院『2008 国際企業⼈
材培育研討会論⽂集（ISBN 9789868430280）』21〜31ページ、2008 年 11 ⽉ 

6）盧聰明「環境保全と教育事業は今後も中国の有望なビジネス分野であり続け
る」みずほ銀⾏『みずほ中国 法務・税務・労務ヘッドライン』No.3、21〜22
ページ、2009 年 2 ⽉ 



学会発表 

1）盧聰明「⽇本企業の対中企業戦略」京都⼤学『東アジア経済の現状と構造改
⾰』（2002 年 12 ⽉ 18 ⽇、京都市） 

2）盧聰明「中⽇經貿互動情況與未來發展預測」⼤同技術学院『亞太地區經貿之
現況與展望』（2006年 3 ⽉ 22 ⽇、台湾・嘉義） 

3）盧聰明「ポスト⼯業化の労務管理―台湾で⼀般化する⾮典型雇⽤の趨勢につ
いて―」『⽇本労務学会』第 36回全国⼤会（2006年 7 ⽉ 29 ⽇、愛知学院⼤
学） 

社会的活動 
（公開講座・講演・
国際交流など） 

【公開講座】 

1）盧聰明「環境と教育分野の継続が⼤事」中部経済新聞オープンカレッジ
（2016年 3 ⽉ 30 ⽇、8⾯） 
【講演】 

1）盧聰明「新時代の⼤学教育について〜グローバル社会と環境経営の時代に向
けて〜」蒙古⽂化教育⼤学『蒙⽇台国際学術交流会議』（2011 年 9 ⽉ 4 ⽇、モ
ンゴル・ウランバートル） 

2）盧聰明「⽇本⼤学之国際化策略」『留⽇⼤学教師聯誼会学術演講会』（2012
年 2 ⽉ 11 ⽇、東京都） 

3）盧聰明「台中⽇之⼯商管理領域的教育與研究發展」⼤華科技⼤学『両岸與⽇
本学術交流会演講』（2012 年 7 ⽉ 2 ⽇、台湾・新⽵県） 

4）盧聰明「國際化時代的企業發展課題與⼤學教育（国際化時代における企業の
発展課題と⼤学教育）」⽞奘⼤学 2013 年度『語⽂教学及び⽂化交流国際シンポ
ジウム』基調講演（2013 年 5 ⽉ 3 ⽇、台湾・新⽵市） 

5）盧聰明「ゴミ拾いレンジャー＆フリーハグズ in台湾」⼤府市国際交流協会
ボランティア説明会（2015 年 10 ⽉３⽇、於⼤府市勤労⽂化会館） 

【国際交流】 

1）例年の春頃に実施する「異⽂化理解演習（スタディツアー）」の実施機会を
利⽤して、現地提携校（モンゴル、台湾など）との学⽣交流活動を⾏った。 

2）ドイツOtto-von-Guericke⼤学（ザクセン・アンハルト州マグデブルク市）
訪問、両⼤学の友好提携について協議した（2010 年 3 ⽉ 18 ⽇〜29 ⽇）。 

3）中国桂林理⼯⼤学に学術会議に出席、中国威海外国語進修学院・⽂登⽇本語
中専、中国海洋⼤学、上海市新世界教育集団などを訪問し、学術交流を⾏った
（2011 年 3 ⽉上旬）。 

4）スリランカ国家⻘少年サービス協議会の招へいを受け、⻘少年の教育と発展
に関する国際会議に出席し、同国の主な国⽴⼤学を訪問し、⾼等教育事情を研
究・調査した他、⽇・中・スの 3ヶ国、交流や連携の可能性について協議した
（2011 年 8 ⽉上旬）。 



5）⽇台⾼等教育国際交流シンポジウムに参加、台湾教育部（⽂科省）、⽇台の
⾼等教育機関関係者との交流を⾏った（2011 年 8 ⽉ 22 ⽇）。 

6）⽇台若⼿交流会（代表：加藤秀彦⽒、名古屋市）の交流活動に参加・協⼒す
る 

7）東京語⽂学院（⽇本語学校）に提携校であるモンゴル⽂化教育⼤学（ウラン
バートル市）と⽞奘⼤学（台湾・新⽵市）との友好提携協議をコーディネート
し、2013 年 4 ⽉と 5 ⽉にそれぞれの友好協議書類の締結式を東京と台湾で⾏っ
た。 

8）中国湖北⼤学商学院（武漢市）と本学との友好交流と協議書締結に協⼒した
（2013 年 7 ⽉〜）。 

9）亞藍渥克商務⽣活研究所グループ（本社：⾹港）の中国拠点（上海市と北京
市）を訪問、現地案件の視察、上級幹部との経営会議などに参加（2014 年 3 ⽉
〜） 

10）2014 年 7 ⽉ 3 ⽇に東京で開催された「アジア華⼈会議」に留⽇名古屋華僑
総会の理事として出席し、アジアの主な国の華僑との交流など。 

その他 

1）⽇本労務学会事務局幹事（学術賞担当、2006〜2009 年度） 

2）「台⽇企業協⼒の優位性と展望」ワークショップ（亞東関係協会主催）の座
⻑（2009 年 7 ⽉ 24 ⽇、於⼤阪市） 

3）愛知県⽴阿久⽐⾼校英語コンテストの審査員（2011 年 2 ⽉ 10 ⽇） 

4）⽇本労務学会第 42回全国⼤会コメンデーター（2012 年 7 ⽉、於和歌⼭⼤
学） 

5）㈱松本微⽣物研究所（社外）取締役（⻑野県） 

6）（台湾）留⽇⼤学教師聯誼会（東京都）理事 

7）映画『案⼭⼦』アソシエートプロデューサー 

8）中華⺠国⾏政院僑務委員会 僑務促進委員 

9）海外提携⼤学と主・共催した国際学術会議の座⻑、コメンテーターなども多
数。 

 


